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7
月
18
日
、
Ｅ
Ｕ
・
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
ト
日

本
委
員
会
主
催
、
沖
縄
県
及
び
沖
縄
総
合
事

務
局
の
共
催
の
も
と
、「M

eet U
p EC

o
C
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を
那
覇
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
と
欧
州
の
文
化
・
芸

術
分
野
に
お
け
る
交
流
促
進
と
共
創
の
き
っ
か

け
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
今
年
「
首
里
城
正
殿
の
復
元
」
と
い

う
歴
史
的
節
目
を
迎
え
る
沖
縄
が
地
方
開
催
地

と
し
て
選
ば
れ
、
10
ヶ
国
の
欧
州
文
化
首
都
開

　
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
で
は
、
毎
年
9
月

を
「
自
賠
責
制
度
広
報
・
啓
発
期
間
」
と
定
め
、

自
賠
責
（
※
）
制
度
の
重
要
性
や
役
割
、
無
保

険
・
無
共
済
車
運
行
の
違
法
性
等
に
つ
い
て
広

報
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
自
賠
責
へ
の
加
入

促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
軽
二
輪
（
排
気
量
１
２
６
〜
２
５
０
cc
の
バ

イ
ク
）や
原
動
機
付
自
転
車
、電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
や
ペ
ダ
ル
付
き
電
動
バ
イ
ク
な
ど
の
車
検
制

度
の
な
い
車
両
に
つ

い
て
は
、
自
賠
責
の

期
限
切
れ
に
気
付
か

な
い
ま
ま
使
用
さ
れ

る
事
例
が
多
数
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
7
年
度
は
、

沖
縄
県
内
で
確
認
し

た
３
９，
８
２
１
台
の

う
ち
、
１，
２
２
２
台

に
つ
い
て
自
賠
責
の

期
限
切
れ
の
疑
い
が

あ
る
と
し
て
、
通
知

書
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
自
賠
責
へ
の
加
入

は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
自

賠
責
の
有
効
期
限
を
今
一
度
ご
確
認
い
た
だ

き
、
期
限
切
れ
の
な
い
よ
う
更
新
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
※�

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
及
び
自
動
車
損

害
賠
償
責
任
共
済

催
国
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
来
沖
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
各
欧
州
文
化
首
都
に
お
け
る
文
化
政
策

等
の
取
組
み
紹
介
を
は
じ
め
、
三
線
、
首
里
織
、

漆
芸
、
現
代
ア
ー
ト
な
ど
、
沖
縄
で
活
躍
し
て

い
る
文
化
・
芸
術
関
係
者
に
よ
る
地
域
に
根
差

し
た
活
動
や
歴
史
・
文
化
の
魅
力
を
発
信
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
同
士
が
交
流
を
深
め
、
新
た
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
な
が
り
、
沖
縄
の
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
才
能
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て

世
界
に
広
が
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
は
自
賠
責
制
度

広
報
・
啓
発
期
間
で
す
！

～
交
通
事
故
か
ら
あ
な
た
の
未
来
を
守
る
～

▼
お
問
合
せ
先

　
運
輸
部　
陸
上
交
通
課

　
☎
０
９
８ 

-

８
６
６ 

-

１
8
3
6

▼お問合せ先
　経済産業部　商務通商課
　☎０９８–８６６–１７３１
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運輸部
10

仕 事
窓の

経済産業部
9

仕 事
窓の

～�

琉
球・沖
縄
の
文
化
と
、次
世
代
を
担
う
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
才
能
を
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
、そ
し
て
世
界
へ
～

多くの方が来場し、多様な文化交流が行われました。

欧州文化首都代表者によるプレゼンテーション

※欧州文化首都（European Capital of Culture）は、1985年に
発足した、欧州連合（EU）において最もよく知られた文化事業の1つ。




